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･原発・放射能汚染から子どもを守ろう
S/FAX0466-87-4922

･かながわ女性センターの移転に要請書
e-mail̂aoyagipc(̂jcom.home,ne.jp

｡放射龍測定値・石けんまつh

鐸=一『2013夏ふくしまつ子リフレッシュIn湘南』を終えて一一一一
第3回目のふくしまつ子リフレッシュin湘南が行われた。福島の子ども19人(3歳児4人を含む）

と母親の計29人が藤沢と横浜のこどもの国で4泊5日を楽しんでいただいた。この夏、各地区・団体で

も福島の子どもたちを招き保養活動がたくさん繰り広げられた。1回に招待できる人数はそんなに多くは

ないが、いろんな団体が行っていることはうれしい。3回目の今回は主催もかなり慣れてきたので前回の

反省点も考慮しながら行うことができ、福島の親子がリフレッシュして帰っていただけたと確信する。

南相馬は放射線量がかなり高い所で生活していて、外遊びにも時間制限の日々を送っている。福島原発

事故から2年半が過ぎ人々の中でだんだん薄れているように感じられるが、もっと現状を知らされるべき

所である。｢子どもたちを放射能から守る」ことが重要である｡事実､福島の子ども18人が甲状腺がん(疑

いのある人はもっと多い）になっているが$以前からできていたとの否定的な見解をする人もいる。

29人はバスで藤沢に着き、一休みしてすぐ江の島灯台見学に出かけ商店街での散策も楽しんだ。藤沢

では1泊だけの日程であり、翌日は舟で岩屋見学の予定であったが雨天のため遥航せずとの連絡で、急遥

江の島水族館へ行ってイルカショーなど楽しんだ。午後はこどもの国へ向かい3泊を過ごした。夏はプー

ル遊びができ、他にも遊具ありポニーや小動物もいるので、小さな子どもにも楽しめた。夜は、折り紙や

スイカ割り、花火などで想い出作り、親子いっしょにリフレッシュできたと思う。

スタッフとボランティアの力を合わせた保養受入だった。費用は引き続き募金を訴えほぼ目標に達した。

募金が集まらなかったら！と不安な日々であったが、あたたかい募金を寄せて下さった皆さまに感謝申し

上げます。これから先、長く続けるためには、と相談会では「サポーター募集」を行い、毎回のサポート

をお願いしたいと話し合った。本来は東京電力と国に費用負担して欲しい活動であるが、とにかく放射能

の危険を避けるためには福島から遠くで生活することだ。顧問の日大の糸長教授は飯舘村の復興活動を続

け、いろいろな情報を下さる。飯舘村や南相馬の放射線量は高

く、幼い子どもが生活してはいけない場所であることを知って

いただきたい。

ともあれ、今回の保養受入に後援いただいた藤沢市をはじめ、

ご協力くださった方々に厚くお礼申し上げます。この保養活動

がどれほどの役に立っているかは読者の皆様に考えていただき

たいが、少なくとも高線量の放射能で毎日を自由に過ごせない

福島の現状では保養受入も意味のあることと思う。

（福島の子どもたちとともに．湘南の会荒井）
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